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１ はじめに 
近年、放送局では番組を蓄積・管理するシステムが

普及し、NHKにおいてもNHKアーカイブス[1]として

約45万本もの番組が蓄積されるようになった。このう

ち、約 5 千本は公開ライブラリとして利用されている

が、その他は番組制作のために参照している程度で、

十分に活用されているとは言えない。そこで、我々は

放送された番組を、映像百科事典などの新たなコンテ

ンツとして有効利用するための研究に取り組んでいる。

放送された番組を効果的に二次利用するためには、番

組のどの区間に何が映っているかというメタデータ情

報が必要となる。これまでに我々は、映像に映ってい

る被写体をクローズドキャプションから抽出する手法

を提案してきた[2]。この手法では、クローズドキャプ

ション中に出現する具象物名詞が被写体であるか否か

を、統語構造を手がかりとした統計手法により判定し

ている。しかし、被写体が映っている区間を特定する

処理までは行っていない。 
テレビ番組のナレーションでは、「場所紹介」や「人

物紹介」など特定の事柄を表現するために同じような

言い回しが多用される。例えば、表 1に示すクローズ

ドキャプション中では、矩形で囲まれた部分が「場所」

を映像とともに説明している。最初に体言止めにより

「オンフルール」という町の位置情報を説明し、次に

町の詳細を断定の助動詞「です」を使って説明してい

る定型的な表現である。このような文章区間を抽出す

ることができれば、対応する番組映像区間に「場所：

オンフルール」というメタデータを付与することがで

きる。そこで本稿では、番組のクローズドキャプショ

ンを対象として定型表現を含む文章区間を抽出する手

法を提案する。提案手法では、複数文のテキストデー

タから木構造を生成して、木構造間の類似性を評価す

る。この結果を弱学習器としたAdaBoostアルゴリズム

により学習を行い定型表現か否かの判定を行う。 
以下、2章で関連研究についてまとめ、3章では定型

表現を含む文章区間の抽出処理の詳細を説明する。4
章では、NHKで放送された「わが心の旅」という紀行

番組のクローズドキャプションから、場所を映像とと

もに説明する定型表現を含む文書区間を抽出する実験

と評価を行い、最後にまとめと今後の課題について述

べる。 
 

２ 関連研究 
クローズドキャプションから特定の事項を表現する

文章区間を抽出する手法として、まず文章内容の区切

れ目を特定してから、各区間で特定の事項を表現して

いるかを判定するアプローチが考えられる。Hearstは、

テキストに含まれる単語の出現頻度から隣接ブロック

間の類似度を計算し、この値の変化から内容の区切れ

目を推定する手法を提案した[5]。また、望月らは、単

語の語彙的結束性や接続詞、修飾語などの表層的な手

がかりに基づき内容の区切れ目を推定する手法を提案

した[6]。しかし、本稿で対象とする一つの番組に付与

されたクローズドキャプションでは、番組開始から終

了まで同じテーマについて論じることが多いため、重

要な単語は番組全体に均等に出現する傾向がみられ、

単語の集合のみを特徴としたこれらの手法では、内容

の区切れ目を推定することは難しい。 

    提示時間 クローズドキャプション   

08:29:03    絵は 全然描きませんからって 

08:29:09    まっ こんなとこですかね 

08:29:12    やっぱり 絵を描かなくてよかったかもしれませんね 

08:29:46    セーヌ川を挟み ル・アーブルの対岸に位置する港町 オンフルール 

08:29:53    今なお中世の古い家並みが残る 町です 

08:29:59    １８歳の時 モネは パリに出て画家を 目指しますが 美術学校の 入学試験に合格しませんでした 

08:30:11    実家に戻る事を 強要した父親の意向に反して なおも パリにとどまって絵の勉強を し続けた モネ

表1 クローズドキャプション例（矩形で囲まれた部分は「場所」を説明する定型的な表現） 



単語集合の特徴だけでなく、構文構造を考慮したテ

キスト解析の手法として Collins らにより Tree Kernel
が提案されている[7]。この手法では、テキストに含ま

れる共通部分木の数により類似性を評価しているが、

部分木は膨大な数となるため処理速度の問題があげら

れている。そこで、市川らはTree Kernelを近似する高

速処理可能な手法を提案した[8]。また、工藤らは部分

木を素性とするdecision stumps とそれを弱学習器とし

た boosting アルゴリズムを提案し、製品レビュー文や

新聞記事のテキスト分類の実験を行っている[9]。これ

らの部分木を特徴として利用する手法では、ノードの

飛び越えを許さない部分木の完全一致を類似度判定の

基準としているため、結果として局所的な部分木しか

特徴として利用されないことが多い。また、複数文に

またがる類似性評価は行われていない。 
本稿では、ノードの飛び越えを許した部分木を利用

して木構造間の類似度を弱学習器として利用し、

boosting による学習を行う。ノードの飛び越えを許す

ことにより、構文木で遠く離れて位置する文節間の特

徴なども考慮した類似性が評価でき、さらには、複数

文を対象とした文集合の類似性評価も可能となる。 
 

３ 定型表現抽出手順 
本手法では、メタデータとして利用できる被写体を

表す単語をキーとしたとき、このキーとなる単語が一

つ以上存在する一文以上のテキストを処理対象とする。

表 1 の例では、場所を表す「オンフルール」がキーと

なる単語に該当する。まず、対象テキストに対して人

手により定型表現が含まれるか否か判定して、学習デ

ータを生成する。学習データから部分木を抽出し、木

構造間の類似度を基準とした弱学習器を生成する。次

に、AdaBoostアルゴリズムにより、どの弱学習器が正

例と負例の分別力があるかを判定しながら学習する。

テストデータ中のキーとなる単語の周辺の複数文に対

して学習結果を適用することにより、定型表現を含む

文章区間か否かを判定する。以下に、部分木抽出、類

似度評価、AdaBoostアルゴリズム、そして定型表現部

分の抽出手法について記す。 
 

３．１ 部分木抽出 
入力テキストを一文ごとに構文解析して、各ノード

を文節により構成する構文木を生成する。各文の根ノ

ードの親ノードに最上位ノードを生成し、最上位ノー

ドから各文の構文木へは順序付きのアークで結んだ木

構造を生成する。順序付きアークは文の出現順序を考

慮した木構造間の類似度評価で利用する。表 1の矩形

で囲まれた区間の入力テキストを木構造に変換した例

を図 1に示す。次に、学習データ中の正例として与え

られた木構造からキーとなる単語を含む部分木を生成

する。この処理で、キーとなる地名、キーとなる地名

以外の地名、地名の言い換え表現は単語表記そのもの

を利用しないで、抽象化して部分木を生成した。また、

部分木の作成の際にノードの飛び越えを許し、飛び越

えたノードは”+”の記号で置き換え 1 つ以上のノード

とのマッチングを許した。図 1 に示した木構造から生

成される部分木の一部を図2に示す。 
部分木生成時にキーとなる地名以外にいくつのノー

ド（文節）を利用するかにより、弱学習器の特徴が決

定するが、利用するノード数が多い場合は計算量が膨

大になる。もし、100個のノードから50個抽出する場

合、その組み合わせ数は 1.0x1029個を超え計算が困難

図2. 木構造から抽出された部分木（一部） 
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図1. 木構造生成例 



と考えられる。本実験で対象とするテキストはクロー

ズドキャプションのため長文は少なく定型表現を含む

文章区間は数文以内と考えられるため、選択対象のノ

ード数は、それほど多くはならない。さらに、弱学習

器として利用するノード数を制限する（本実験では４

個）ことにより、生成する部分木の数を計算可能な値

とした。 
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Step4: Step2 と Step3 の処理を部分木が無くなるま

で繰り返す 
Step5: 最終仮説 ∑=

t
tt xhsignxH ))(()( α  

 
３．２ 類似性評価 
抽出した部分木と、学習データに含まれるテキスト

から生成される木構造との類似度は、部分木に含まれ

る葉ノードから根ノードまでの全リスト構造を抽出し、

その各リスト構造が対象とする木構造に含まれる割合

を基準として定義する。部分木t と木構造x の類似度

は以下の式とする。 ),( xtsim
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it ：部分構造 に含まれるi 番目の文 t 図3. AdaBoostによる学習アルゴリズム 

st： に含まれる葉ノードから根ノードまでのリスト it
sx：xに含まれる葉ノードから根ノードまでのリスト 

),( sxstmsi ′ ： がsxに含まれる割合。リストに含

まれる主辞と付属語を分割して計算。 
st

)(tN ：t に含まれる文数 
)( itL ： に含まれるリスト数 it

C ：キーとなる単語を基準とした文位置の差に与える

ペナルティ値（本実験では0.5とした） 
d ：キーとなる単語を地名のある文を基準とした文位

置の差  
類似度が一定値以上か否かを判断基準とすることに

より、部分木tと閾値θtを変数に持つ弱学習器 ),( tth θ
を生成する。 

 
３．３ AdaBoost による学習 
学習データに含まれるテキストから抽出した部分木

によって大量の弱学習器が生成される。この弱学習器

を AdaBoost の機械学習に利用する。本手法では図 3
に示すアルゴリズムによる学習を行う。 
最初のループでは Step2 において、最もエラーが少

ない弱学習器が選ばれる。Step3では、選択された弱学

習器で誤ったデータに対する重み に大きな値が

与えられ、次の繰り返し処理では誤ったデータを正確

に分類するような弱学習器が選ばれる。この処理を繰

り返すことにより全ての弱学習器に対して

)(iD

α が計算

され、それらの和により精度の高い分類器を構築する

ことができる。 

 
３．４ 定型表現部分の抽出 
学習の結果得られる最終仮説を利用して、学習デー

タとは異なるテストデータから、定型表現を含む文章

区間の抽出を行う。まず、テストデータからキーとな

る単語を抽出し、その単語が出現する前後数文を処理

対象として、最終仮説 H(x)を計算する。H(x)=1 の時、

対象区間は定型表現部分であると判断できる。しかし、

負例には特徴が少ないため、定型表現を含まない文章

区間は、定型表現を含むと誤判定される可能性がある。

そこで、最終仮説 H(x)=1と判定された事例に対して、

再度、AdaBoostによる学習による判定処理を行う。こ

の際、学習で利用しなかった負例に対して誤って定型

表現を含むと判定されたものから負例データを選択し、

正例はそのままとした学習による最終仮説を利用する。

この処理を数段繰り返すことにより、精度向上が期待

できる。 
また、ある文章区間でH(x)=1となる場合は、その前

後の文を含めた区間でも同様に H(x)=1 と判定される。

この場合は、H(x)に含まれる関数の値∑ )(xhttα によ

り定型表現部分の区間を判定し、文を追加した時にこ

の値が増加するときのみ、その文を定型表現部分に追

加する。この処理により、キーとなる単語と定型表現

を含む文章区間が抽出される。 
 
 



４ 「場所」を説明する定型表現区間抽出実験 
提案手法を検証するため、NHKで放送された紀行番

組「わが心の旅」のクローズドキャプションを対象と

して、「場所」に関する情報を映像とともに説明してい

る定型的な表現部分を抽出する実験を行った。14番組

に対して人手により正解データを付与し、10番組を学

習データ、4 番組をテストデータとした。学習データ

に含まれる正例は29個あったため、負例も学習データ

から無作為に29個選択し、利用するノード数を4個と

して学習を行った。この結果、14929 個の弱学習木が

生成された。 
形態素解析辞書に「地名」として登録されている単

語をキーとなる単語としてテストデータから抽出し、

その前2文、後 7文から、単語のある文を含む任意の

連続文を処理対象文章とした。この処理対象文章が定

型表現を含むか否かを最終仮説により判定した。評価

では、キーとなる単語が判定結果と正解データでとも

に「場所を説明する文章区間」または、「場所を説明し

ない文章区間」に出現しているときを正解とした。最

初の判定評価結果を表2に示す。「場所を説明する」と

判定された文章区間に対して、新たな最終仮説により

判定した2回目の判定評価結果を表3に示す。  
表2 場所説明単語判定評価結果 

キー単語の位置 適合率 再現率 
場所を説明する

文章区間 
13/76 

（17.1%） 
13/14 

（92.9%） 
場所を説明しな

い文章区間 
121/122 

（99.2%） 
121/184 

（65.8%） 
  
表3 2つの最終仮説を利用した場所説明単語判定 

評価結果 
キー単語の位置 適合率 再現率 
場所を説明する

文章区間 
12/46 

（26.1%） 
12/14 

（85.7%） 
場所を説明しな

い文章区間 
150/152 

（98.7%） 
150/184 

（81.5%） 
 
表 2では、場所を説明する文章区間にあるキーとな

る単語の適合率が悪い。表3 の結果では、場所を説明

する文章区間において調和平均を表すF値で11.2の向

上が見られた。この処理を繰り返すことにより、精度

の向上が見込まれる。 
次に、正解であった場所を説明する文章区間に対し

て、抽出された区間がどの程度正例データにおける区

間と一致しているか調査を行った。正解データの区間

に含まれる文中のうち、提案手法により抽出された文

の割合を示すカバー率は93.8%(30文/32文)、抽出した

区間に含まれる文中で、正解データの区間に含まれて

いる割合を示す抽出精度は61.2%(30文/49文)であった。

提案手法では、対象とする文数が増えても部分木から

の類似度は減少しない。そのため、余分に文を抽出す

る傾向が見られた。対象文数の増加に対するペナルテ

ィを類似度に与えることにより改善可能と考えられる。 
 

５ まとめ 
本稿では、クローズドキャプションから定型表現を

含む文章区間を抽出する手法を提案した。ノードの飛

び越えを許した木構造間の類似度を取り入れることに

より、遠く離れた位置にある単語間の関係も考慮した

処理を実現した。「場所」に関する情報を映像とともに

説明している定型表現を含む文章区間抽出する実験に

より、一定の分別能力があることを示したが、適合率

が低いという問題が残された。 
今後、判定処理を複数段繰り返す実験を進めるとと

もに、類似度の改善を検討していく予定である。 
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